
芒種  「腐草蛍為」から「梅子黄」へ 
 二十四節気は「芒種」。種を蒔くのに適した季節となり、田んぼにも水が張られ、既に田植

えを終えた所もあるようです。 

七十二候も「腐草蛍為（ふそうほたるとなる）」から「梅子黄（うめのみきばむ）」へと変わ

ります。昔の人は、腐った草から蛍が生まれると信じられていたようです。今年は蛍が舞い始めるのが早く、

６月になると、もう見かけなくなってしまいました。梅の実が黄ばむのも例年より早いような気がしていま

す。昔から大切にされてきた季節を表すぴったりの言葉が、気候変動によって少しずつずれ始めているのかも

知れません。季節感いっぱいの吉田の原風景が５０年後、１００年後も変わらず残っているかということも、

２０３０年を達成目標として国連が制定した「ＳＤＧｓ」の理念として問われているのだと思います。 

 

生徒会の活動方針決定！（生徒総会） 
 ６月９日（水）生徒総会が行われました。 

 本年度の生徒会の活動方針について、本部と４つの 

専門部から概要を説明し審議をしました。 

 全体の半数近くの人が質問席で質問をするなど、活 

発な意見交換がなされ、令和３年度の活動方針が承認 

されました。 

 自分たちの生活を自分たちの手で良くしていくこと 

が生徒会活動の一番の意義であると思います。身近な 

問題で疑問に感じていることにも目を向けて、生徒総 

会で取り上げ、議論をして解決していく姿が見られる 

ようになれば、どこに出ても通用する確かな力となっ 

ていくことでしょう。生徒会長：中島琥太郎君を中心 

に活発な活動が行われることを期待しています。 

 

自分の進路を見つめ直しました。（高等学校説明会） 
 ６月１１日（金）午後、県立高等学校説明会を開催しました。２・３年生と

３年生の保護者にも参加していただき、各学校からの説明を聞きました。 

鹿島高等学校、太良高等学校、佐賀農業高等学校、嬉野高等学校（嬉野校

舎・塩田校舎）から来校いただき、各学校の特色について分かりやすく説明

していただきました。各校とも工夫を凝らした説明資料を準備さ

れており、優秀な生徒にたくさん来てほしいというメッセージが

伝わってきました。 

高等学校進学がゴールではなく、高等学校で何を学び、学んだ

ことを自分の人生にどう生かすかが大切ですが、説明会を聞き、

きっと進学への希望と意欲を持つことが出来たことでしょう。 

なお、令和４年度県立高等学校選抜試験は、２月８日（火）に特

別選抜試験が、３月８日（火）９日（水）に一般選抜試験が予定さ

れています。 

 嬉野市立 吉田中学校 

令 和 ３ 年 ６ 月 １ ６ 日 

文責 ： 校長  桑原智仁 
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賢く 優しく たくましく  ～地域とともに９ヵ年の学びのなかで～ 
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明日から中間テストが始まります！ 
 ６月１７日（木）１８日（金）は、中間テストです。１年生にとっては、初めての定期テストとなります。

家庭での学習は進んでいるでしょうか。「テスト前だけ取り立てて勉強する」というのはいかがなものかと思

いますが、「テスト前ですら勉強しない」という人も中にはいるかも知れません。今まで学習したことを自分

なりに整理し、しっかりと記憶するという意味で、「テスト前の取組」というものはとても大切なことだと思

います。この期間は、テレビやゲームに費やす時間を全て勉強に変えて、頑張ってほしいと思います。 

 

評価の観点が変わります！ 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            改訂の趣旨に沿って、授業改善を図っていると 

ころです。それにともない、評価の観点もこれま 

での４観点から、３観点に変わりました。（左図） 

                           まず、知識や技能をしっかりと身に付けること

が求められています。コンピュータに例えれば「in 

put」の作業です。いくら優秀なコンピュータでも

必要なデータが入っていなければただの箱です。

莫大なデータが入っているからこそ、コンピュー

タとしての能力を発揮することができます。覚え 

ることがまず必要です。暗記するだけではダメだと言われることがありますが、それは、理解したことを使 

ったり、表現したりすることがこれまで不足していたのだと思います。そこで、持っている知識や技能を使い、 

応用し、他者に伝えること、コンピュータで言えば「out put」の場面を授業の中でも多く設定しています。 

吉田小中で言えば「友だちタイム」もその一つです。そして、さらに自分自身の知識や技能、思考力や判断力、 

表現力を高めようと主体的に考え、粘り強く学んでいこうとする態度を評価することになっています。 

 

 

準優勝  バレーボール部 杵藤地区広域圏中学生バレーボール大会 Cパート （6月12日） 

表彰おめでとう 

＜６月後半の主な行事＞ 

１４(月)～１７(木)テスト前部活動中止 

１６(水)水曜コラム３回目、避難訓練⑤校時 

１７(木)中間テスト１日目 １年：国・英  ２年：英・理  ３年：社・数 

１８(金)中間テスト２日目 １年：理・社・数   ２年：社・数・国  ３年：国・ 

２２(火)図書館まつり（～２５日まで） 

２３(水)小中合同授業研究会 

２４(木)ブロック集会、木黙タイム（数学）、スクールカウンセラー来校（午後） 

２５(金)２年生：職業講話（佐々木純徹さん:NPO法人ﾃﾗ･ﾙﾈｯｻﾝｽ佐賀事務所）、Hyper-QUテスト（帰りの会） 

３０(水)生き生きタイム⑤校時「交通安全教室（鹿島警察署より）」 

 

＜これまでの学習指導要領＞ 

 今年度から新学習指導要領が完全実施となりました。 

新しい時代に必要な資質・能力として３つの柱が示され

ています（右図参照）。一つ目の柱は「知識・技能」です。

身に付けるべき知識及び技能の量はこれまでと変わり

ありません。二つ目の柱は「思考力・判断力・表現力等」

です。理解していることをどう使うか、どう表現するか、

友だち等との関わりが重要になってきます。三つ目の柱

は「学びに向かう人間性等」として示されています。自

分を高めるために主体的に粘り強く学ぶことが求めら

れています。 
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